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米国の綿繊維仕上加工

に関する最近の研究（II)
繊維木工部久保田 静男

Bethlehem A. Kottes Andrews（女性）はホ

ルムアルデヒドの低減に関する研究を行っている。
4) 

DMDHEU樹脂浴にポリオールを加えて加工する

と遊離ホルムアルデヒドが低減する。表 3に種々

グリコールの結果を示す。

これらの化合物は窒素系のホルマリンキャッ チ

表 3 グリコールによるホルムアルデヒドの低減

(9%DMDHEU, 0.5% Zn(N03)2 • 6H心）

ポリオール D p HCHO (ppm) 

AATCC 112-1978 
(4 %) （級） 加工後 洗たく後

無 添 加 3.8 573 317 

エチレングリコール 4.3 330 123 

プロピレングリコール 3.7 381 94 

ジエチレングリコール 3.8 269 93 

PEG-3000 3.8 406 1 1 2 
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ャー剤と異なり塩素障害が全くなく、無添加の加

工布よりスコーチテストによる強度低下は少ない。

そして樹脂加工布からの遊離ホルムアルデヒド
5,6) 

に関する総説、 ホルムアルデヒドの試験法に関す
7) 

る総説 がある。また種々混合触媒を用いて樹脂

加工を行い、 DP等の物性、遊離ホルムアルデヒ

ドを試験している。8）そ して加工前の布のpHかデュ

ラプルプレス加工布の遊離ホルムアルデヒ ド量に

影響する。9）デュラプルプレス加工布の遊離ホルム '

ァルデヒドに及ぽす貯蔵の影響の検討：0）デュラブ

ルプレス加工布の遊離ホルムアルデヒド測定にお

ける抽出条件（温度、時間）の検討：］）遊離ホルム
12, 13) 

アルデヒドの試験法の検討 を行っている。

Brenda J. Trask-Morrell （女性）は尿素一

グリオキザール付加物誘導体の示差熱分析及びマ

ススペクトル分析を行っている。
14,15) 

Robert M. Reinhardtは低温キュア触媒アルミ

ニウムクロロハイドロオキサイド、 Al2(0H)sCI、
16~20) 

Aい(OH)4C]外こついて研究している。 また紫外

線により綿にNーメチロールアク リルアミド、
21-23) 

24) 
グリシジルメタクリレート をグラフト共重合さ

せデュラブルプレス加工を行っている。そ して同

様に難燃加工もしている。
25) 

また綿布のパーマネントプレス加工工程におけ

る加工剤と加工安定性を遊離ホルムアルデヒドを
26) 

もとに考察している。そしてHCHOの既知の綿布

を作成し、空気、水、添付布へのHCHOの移動に
27) 

及ぽす時間、温度、湿度の影響を調べている。最

近ではイージィ・ケア加工布を一部加水分解する

と直接染料に染まるようになる研究をしている。
28) 

Eugane J. Blanchardはアセチル化綿への分散

染料による転写捺染を研究している。
29) 

(NH4)H2P04、(NH,)2HP04、NaH2P04、Na2HP04

により綿をホスホリル化すると DP2.8級（原布1.3

級）の処理布が得られ、尿素と組み合せると DP
30) 

3.2級が得られる。 またこのホスホリル化により
31) 

染着性に差がつき、シャンプレー布が得られる。

最近では トリエタノールアミン、ジエタノールア

ミン、モノエタノールアミン塩酸塩を樹脂浴に添

加して染色可能なDP加工布を得ている。
32) 

Dr. Robert J. Harper, Jrは以前からデュラブ
33) 

ルプレス加工の研究を行っている。真空スロ ット

脱水装置 (Vacuum Slot Extractor) を用いた

DP加工は強力低下か少ないと報告している。
34) 

DP加工による強度低下特に摩耗強度低下を改善

するためにポリウレタンを併用している。
35) 

綿／ウーiレ（60/40)混紡織物を、架橋剤にポリアク

リル酸エステル、ポリウレタン等のボリマーを加
36) 

えて DP加工している。そして樹脂浴にCholine

~h l or ide 田OCH2CH2N(CH 山〕十 C l ーを添加し、
カチオン化とイージィ・ケア加工を同時に行った

後、染色する研究を行っている。
37,38) 

塩化ホスホニウム前期縮合物（プロバン） ーと尿素

の浴にバッファーとして酢酸ナ トリウム、リン酸

水素ナトリウムを加えてアンモニアガスを用いず

に熱キュア(160℃X4分）により難燃加工を行
39) 

っている。また難燃加工した後に染色する方法も
40) 

研究している。

Allan H. Lambertは綿の膨潤剤（硝酸ナトリウ

ム）を用いた飽和高圧蒸気による湿固着を研究し

ている。この方法により強度低下が少なく、高い
41, 42) 

DP加工布が得られる。 メチルセルロースは60

~90℃でゲルとなる。メチルセルロースを加えた

樹脂浴で綿を加工すると、乾燥時のマイグレーシ

ョンが抑えられ、摩耗強度が向上する。
43) 

Dr. Noelie R. Bertoniere （女性、 Textile 

Finishing Chemistry Research Unitのリーダ

ー）はデュラプルプレス加工に及ぽす乾燥時の架

橋剤のマイグレーションの影響を調べている。
44~48) 

49-50) 
Jerry P. Moreauは以前は難燃加工 を研究

51-55) 
していたが、耐久性タテ糊の研究 を行い、現

在熱融着による綿不織布（綿ーポ リプロピレン等）＇

の研究をしている。

Dr. Tyrone L Vigoは、相転移物質（例えば

ポリエチレングリコール）を熱の貯蔵、放出物質

（加熱時吸熱し、冷却時発熱する）として布に付

与し、温度順応織物を作っている。
56~59) 

Dr. Timothy A. Calamari, Jr.(Fiber Quality 

Research Unit)は液体アンモニアマーセル化

において、膨潤剤 NH.(SCN)、KIを加えて、強

度、染色性、防しわ性等の物性を向上させている。
60) 

米国では、液体アンモニアマーセル化のプラント

は少なくとも 2つ稼動している。

Dr. Lawrence Yoneo Yatsu （谷津米男、ニ

世、 Microbial/Plant Technology Research 

Unit)は綿繊維の構造に関して研究している。
61,62) 

そして綿セルロース（セルロース I)を液体アンモ

ニアに浸し、 l,700Psiに圧をかけるとセルロース
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IIIに変換する。 never-dried綿（開紫していない綿

花）をジメトキシプロパンで乾燥し、 140℃、1,700

Psiの液体アンモニアで処理して132.5℃以上で乾

燥すると完全にセルロースIIIに変わった。 このセ

ルロースIIIは熱水でも安定である。セルロースIII

は無水エチレンジアミンそして DMFで処理す
63) 

るとセルロースWに完全に変わる。

Dr. Ruch R. Benerito（女性、退職後コンサル

タント）はプラズマによる綿繊維の処理を研究し

ている。綿繊維をArプラズマで処理すると吸水性
64~65) 

が向上し、乾燥速度が速くなる。 またArプラ

ズマ処理により、綿タオルの吸水性が良くなる。
66) 

綿捺染布をNH3プラズマで処理すると乾防しわ性

が向上する。 しかし湿防しわ性は改善されない。

メタク リレー トで膨潤させた繊維断面の透過型電

子顕微鏡写真は通常の樹脂による防しわ加工した

ものと同様にラメラ間の膨潤が起らず偏平であっ

た。従ってNH37゚ ラズマ処理によりラメラ間の架
67) 

橋が起っている。そしてAr、N2、H2プラズマを照

射した綿繊維をESCA、ESRで調べている。
68,69) 

綿繊維上にベンゼンをプラズマ重合すると、撥水
70) 

性、乾防しわ性が付与される。プラズマ照射サッ

カリドのESRとChemiluminescenceの関係を調
71, 72) 

べている。 また化学的に改質した綿繊維を ES

CA、ESR、電子顕微鏡等で調べている。73)

Oscar Hinojosa (Fiber Quality Research 

Unit)はR.R.Beneritoとプラズマ処理を研究し

た後、 FT-IR、ESCA、ESR等を用いて

綿繊維の表面性質を調べている。
74) 

Jett C. Arthur, Jr.（退職、コンサルタント）

は主にァ線、光重合により綿繊維を改質している
75) 

（難燃加工 等）。これらに関して249の報文を出し

ている。

私のいったHarper研究室の隣の部屋のDr.Youn 

W.Han（韓充愚韓国、Microbial/PlantTecnology 

Research Unit)は砂糖に関する研究をしている。

さとうきびの砂糖ジュースから砂糖をとった残液

にフルクトースーサ ッカロースのポリマーが存在

する。これを微生物で処理するとフルクトースの

みのボ リマーが得られる。このポ リマーを酸で加

水分解するとフルク トースが得られ、砂糖よりも

甘い。またこのボリマー自身の利用も考えている。
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食品く海外技術ニュース〉

アルコール性シロップ漬け果物

-C003A Food Manuf 63〔且〕 49('88)-

． 
英国において、標記および伝統的な製法によっ

て保存性を高めた果物ソースの法律が緩和され、

工場生産が可能となって、それらは新しい市場を

形成し始めた。英国のSerendipityPreserves社

では12種類の果物をアルコールとシロップ潰けに

した商品、 “Memoriesof Summer"を販売中で、

1985年10月に同社が販売を開始してから航空会

社、デパート、メールオーダー会社、ホテルチェ

ーン、免税店などが顧客である。工場生産のため

の研究開発では、ソース類の連続生産化は比較的

容易であったが、アルコール性シロップ潰けの場

合、果物や形状が多種多様であるため、連続化は

現在、全売上げの60％に達した。また、英国およ 非常に困難で、現在も努力を続けているという。

びフランスの伝統的な果物ソース類も、商品名を 日本科学技術情報センター発行「海外技術ハイ

"Good Things" と称して市販している。全商品 ライト」刀〔n〕(1989.3)より転載
には小冊子が添付され、安全性、料理方法などが 一許可番号第文ー0127号一

記載されている。

rー～お知らせ--------------―l
JIS溶接技術検定試験

I * 平成元年 8月5日(±).6日（日） 於・和歌山県工業技術センター ｛ 

I 検定申込締切 平成元年7月10日（月）まで

詳細は工業技術センター機械電子部までお問合わせ下さい。

し～～～～～～—～~~-~~~~~~~~~~~-~~~~~`~~~-~~~~~~~~)
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事業団研修案内 ＝＝平成元年度＝

中小企業大学校関西校では、 「中小企業のため

の人づくり」を目指してどのような環境変化をも

のり切る対応力を培うことができるよう、中小企

業経営者・後継者・管理者を対象に種々の研修を

実施しています。

く2日間コース〉

＊ 中小企業経営者能力開発セミナー (2回）

経営者 平成元． 7.6~7 

平成元．11.27~28

＊ 経営管理能力啓発セミナー 平成元． 8.3~4

経営者 ・後継者及び管理者

＊ 中小企業の海外戦略

経営者及び管理者

＊ 企業戦略に活かす先端技術 (2回）

新素材を活用した新製品開発 平成元． 7.3~4 

応用が広がる光技術（オプトエレクトロニクス）

経営者及び管理者 平成元．10.11~12

く4日間コース＞

＊中小企業の経営戦略 平成2.2.6~9 

経営者・後継者及び管理者

＊ 経営者の判断カ・統率力 平成元． 9.11~14

平成2.2.26~27 

経営者・後継者及ぴ管理者

＊ 創造的能力のパワーアップ平成元． 8.22~25

～固定観念を打破するために～

経営者 ・後継者及び管理者

＊ 明日を拓く新分野進出戦略 平成元． 9.5~8 

～今、布石を．I~ 

経営者・後継者及び管理者

＊ 変革時代の卸売業のあり方平成元． 9.18~21

～チャネルリーダーとなるために～

経営者 ・後継者及び管理者

＊ 実践的利益計画の立て方 平成元．11.7~10 

～目標利益の実現に向けて～

経営者・後継者及び管理者

＊ 職場における問題発見とその解決法

～強い職場はここがちがう～ 平成元．7.25~28

経営者 ・後継者及び管理者

＊ セールスマネージャーの能力啓発

～燃える集団の実現をめざ 平成元．10.24~27

して～ 経営者 ・後継者及び管理者

＊ 経営基盤強化のTQC 平成 2.1.23~26 

～いかに企業体質を改善するか～

経営者・後継者及び管理者

＊商品開発戦略 平成元． 8.28~31

～ヒ ットの条件を探る～

経営者・後継者及び管理者

＊ ダイレク トマーケティン グの考え方 ・進め方

～新たな販売システムヘの挑戦～

経営者 ・後継者及び管理者 平成元．11.7~10 

＊ 戦略的マーケティングヘの転換

～いかに優位性を築くか～ 平成 2.3.6~9 -

経営者・後継者及び管理者

* VEによるコストダウンの進め方
～源流にさかのぽれ．I~ 平成元． 8.1~4 

経営者 ・後継者及び管理者

く1週間コース〉

＊ 購買・外注管理の効果的な進め方

～ムダな資金流出の防止策～ 平成元． 9.4~8

経営者及び管理者

＊ コンピュータ利用の生産管理

～効果的システムの設計をめざして～

経営者及び管理者 平成 2.3. 5~9 

＊ 生産に活かすマイコン利用の仕方

～マイコンによる自動化への道～

経営者及び管理者 平成元． 8.7~11

＊ パソ コンCADの操作とその活用法

～設計の効率化をどう進めるか～ ~ 
経営者及び管理者 平成元． 9.25~29

く10日間コース＞

＊ 企業サバイバル時代の情報化戦略

～経営多角化への新展開～ 平成 2.1.18~26 

管理者

＊ 利益をあげる財務体質改善の進め方

～財務数値をこう活かす～ 平成元． 7.13~21

管理者

＊ これからの人事・労務管理の進め方

～人事のスペシャリストとなるために～

管理者 平成元．11.14~22

＊変革時代の販売管理 平成元． 7.10~15

～売れる手法をいかに涸むか～ 管理者
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＊ ファッション産業における商品企画の進め方

～成長するアパレル企業をめざして～

管理者 平成 2.2.15~23 

＊ 中小工場における品質管理の進め方

～品質向上をめざすQC手法～

管理者 平成元．10.19~27

＊ 多品種少量時代の工程管理 平成元．12.1~8 

～リードタイム短縮への挑戦～ 管理者

* Q(品質） ．C (コス ト） ．D （納期）に応
える自動化 平成 2.2.1~9 

～社内で伸ばす自動化技術～ 管理者

詳細は和歌山県工業技術センター情報企画部ま

たは中小企業大学校関西校研修課（兵庫県神崎郡

福崎町高岡、 TEL0790-22-5931)へお問合わせ

下さい。

． 

． 

1r=================================================================-~==ri 

I! Ii 
ll 工場におけるエネルギー有効活用のための Il 
11 . I! 

II 無料アドバイス実施のご案内 ll 

I ! I: 
I！ （財）省エネルギーセンターでは、本年度も を選んでいただきます。 l! 
、!I

11中小企業における電気及び熱エネルギーの有効 （2) 平常操業のまま実施いたします。 』
II II 
Ii活用推進のため、当センター委嘱の経験豊富な （3) アドバイザーが実施する調査には一般調 Ii 
1: 
11 ア ドバイザーを直接工場・事業場に派遣し、無 査（ 1日で実施）及び特別調査（熱のみ、 II 

II 

!!料でエネルギー活用についての実践的なアドバ 2 ~ 3日で実施）の 2通りがあり、選択し I! 

I：イスをさせていただきます。 ていただけます。 II 

II 是非当センターのエネルギー指導を受診いた （4) ア ドバイザーによる現地ア ドバイスのほ II 

11 だきますようご案内申し上げます。 かに、調査結果報告書を後日省エネルギー 11 
I : I : 

II 1 対象の工場・事業場 センターからお届けいたします。 II 
II 
ii 中小企業及び事業協同組合、企業組合または 5 お申し込み方法 ：： 

ii 協業組合の工場 ・事業場 （資本金 1億円 電話、ファックスまたはハガキで次までお申 IiI! 

Ii 以下または従業員 300人以下） し込み下さい。 Ii 

I! 2 実施期間 平成元年6月～10月（予定） （財）省エネルギーセンター近畿支部 I! 

l1 3 アドバイス料無料 〒530 大阪市北区西天満4-8 -17 l! 
II 

i1 4 実施内容 TEL : 06-364-8965 Ii 
II (l) 調査区分は、電気 ・熱・電気及び熱エネ FAX : 06-365-8990 I! 

II ルギーの 3通りで、そのうちご希望のもの II 
I I II 
比—-================,----==============-―`- -=======!; 

高分子

文 献 抄 録

＊ ポリマーのアロイ化技術と新しい性能の発現

J89010541 

秋山三郎 （東京農工大一般教育） ：F106A 

科学と工業 62〔印〕382-391('88) 

アロイ化法として有極性高分子間相互作用に基

づく技術と、ラ ンダム共重合体を用いる技術を挙

げ、それぞれに新しく発現する物性、機能などを

解説した。前者では、ポリ硝酸ビニル系プレンド

の粘弾性挙動、ポリふっ化ビニリデン系プレンド

の相転移挙動と複屈折の相殺などを記述。後者の
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例としてボリイソプレン／ピニルボリプタジェン

系などを紹介。

合 光とエラストマ一 高分子材料の光学的性質

J 89010557 

大塚保治（慶応大理工） ：Gl57A 日本ゴ
ム協会誌 61〔認〕 805-812('88) 

高分子材料の透明性（光吸収・散乱損失）、屈

折率とア ッベ数、屈折率の温度変化、複屈折、吸

水性、熱変形温度及び電気光学効果について、ポ

リマの化学構造との関係、特性値を制御する方法

と検討例などを、 筆者らの研究も含めて紹介した。

またこれらの特性をいかした応用の現状と可能性

を、光ディスク基板、非球面レンズ、光ファイバー

及び屈折率分布型プラスチックについて述べた。

＊ 静電気防止プラスチックの評価方法と評価事

例J89011125

二沢正行（日立化成商事） ：G951A プラス
チックスエージ 祁〔 l〕171-176('89) 

プラスチックの静電気防止性能を評価測定する

方法として、表面抵抗率、減衰測定、電荷測定が

あり各々の特長や問題点を述べる。静電気シール

ド測定はANSI/EIAのキャパシティププロープ法

が定着しつつある。 DIPスティック、袋、フィル

ム・シート、コンテナ等の測定事例と問題点や規

格類の動向を報告。

＊ 各種充てん材強化ナイロンRIM材料の脱泡処

理効果 J 89011130 

末次憲一郎（松下電器産業 生産技研） ： 
Gl22A 高分子論文集 45〔印〕 761-764

('88) 

ミルドグラス、マイカ、およびガラスフレーク

などの充てん剤をナイロンRIM材料に混合して補

強した複合材料では、引張強度は充てん剤の量や

平均アスペクト比の増加につれて低下する。これ

は溶存気体のため樹脂／充てん剤間の物理的密着

度が良くないためと仮定して、成形前に減圧脱泡

処理をし空隙を除去した。処理後は通常の射出成

形品と同様な繊維強化効果を示し、仮定が正しか

ったことがわかった。

* SMC XII 低収縮機構 J89011131 

三谷倶正（大日本インキ化学工業 関西ボリ

マ関連技研） ：G309A 強化プラスチックス
34〔1〇〕 4〇，_415（'88)

不飽和ポリエステル樹脂の硬化収縮を抑制する

ため、熱可塑性ポリマを添加する方法について概

要を述べた。つぎにその作用機構を解明する手段

として、ディラトメータ法による解析及び光学ま

たは電子顕微鏡による巨視的観察（硬化中のモル

ホロジー追跡・硬化物の観察）を取りあげ、文献

から検討例を紹介した。これらから低収縮機構に

関する各説をまとめ、寄与する要因を列挙。

＊ プラスチックスの耐候性 J89011137 

宗像誠二（旭硝子 研究開発部） ：F7328 
腐食防食シンボジウム資料 75th 9 -15 

('88) 

汎用プラスチ ックスの耐候性を評価するために

行った屋外曝露試験結果およびその問題点につい

て解説。プラスチック試料として、ポリスチレン、

ポリ塩化ピニールおよびポリエチレンを用いた。

耐候性の改良には、成分を変える方法、添加物と

の複合化および耐候性プラスチックを塗布する方

法がある。耐候性迅速評価法として紫外線照射法

を紹介。

＊ プラスチック成形加工のAからZ

J89011142 

広恵章利（全日本プラスチック成形工業連）

: S657A 金属プレス 20〔釘 1-10('88) 

主として金属と比較したプラスチックの一般的

な特徴、主なプラスチック成形材料、繊維強化プ

ラスチック (FRTP) と軽合金との特性比較を述

べ、プラスチックの成形加工（メカニズム、代表

的な成形方法）、射出成形法のキーポイント（条件

設定、金型など）、プラスチック射出成形と金属フ°

レス加工との関わり合い（アウトサート成形など）

を説明。 ~ 
日本科学技術情報センター発行「科学技術文献

速報化学・化学工業編（国内編）」 Vol.62

No.1より転載一許可番号第文ー0127号一

平成元年6月10日印刷

平成元年 6月15日発行

技術情報 第 15 8号

編集•発行 和歌山県工業技術センター

和歌山市小倉60 TEL(0734) 77-1271 

FAX(0734)77-2888 

印刷所株式会社 イワハシ・システム

． 
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